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1デ ー タ伝 送 サ ー ビス の現 状
1=

11

伝 送 速度 ・ 伝 送 路
直列 ・並 列

伝送 の別`
通信拭:伝薮 路 回線接続

装 置
備 考 ・

50bitシ 偏

テレックス 回線 直 列 単向 ・半 二
重 ・全 二重

電信2線式
電信回線用
アダプター

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

100bitち

テレックス回 線 同 上 同 上 同 上 同 上

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

200bit%

テレックス回 線 同 上 同 上 同 上 同 上

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

加入電話回線 同 上
半二重
全二重

電 話
2線 式 ザ

専用電話回線 同 上 同 上 同 上 同 上

加入電話回線 同 上
'

半二重 同 上 同 上

6%
。。r

専用電話回線 .同 上 同.上 2線 式 同 上

同 上 同 上
半二重
全二重

4線 式 同 上

2,400-

9600bit%

Caduc6e 同 上 同 上
高品質
4線 式

モデム+

操作箱
モデムは郵政省

も供給できる

専用電話回線 同 上 同 上 同 上 モデム

拠 ・♪it%

?2Kbit碗

ベ ース バ ン ド

専 用 回 線 同 上 同 上 4線 式 信号
変換装置

20Kbit㎡ ま
での変換装置は
郵政省も供給で
きる

④ ・物2K

bit%

広帯域
専用回線

同 上 同 上
グル ー プ

回 線
モ デ ム

モデムは郵政省

も供給する予定
である

250Kbit賄 同 上 同 上 同 上
ス ー ノく一

グル唖 モ デ ム

20刷bit% 同 上 同 上 同 上 PCM回 線 アダプ ター
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料 金 体 系

その1公 衆 回 線使 用 料 金

ω テ レ ックス:テ レ ック スは 区域 毎 に使用 回 数 と使用 時 間 に よっ

て決 め られ てい る。(図 －a)

o図 で細 線 内相互 間 の 場合

料 金=0.05(9N十ST)フ ラン

O図 で太 線 内相互 間 の場 合

料 金=0.05(18N十10T)フ ラン

O図 で太 線 の枠 を こえ る場合

料 金=0.05(18N十15T)フ ラン

但 しN:使 用 回数

丁:使 用 時 間(分)

(ロ)電 話:電 話は 距 離 毎 に,使 用 回数 と使用 時間 に よっ て 決 め ら

れ てい る。

距 離(た π) 料 金

10 0.3Nフ ラ ン

25 ・ ・(60T81)

50 o.3(N+T)

100 α3(N+2T)

200 ・・(・N+6蛋T)

300 α3(3N+4T)

300を 越 え る場 合 0.3(3N+5T)

但 しN:使 用 回数

T:使 用時間(分)
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その2専 用 回線料金:専 用 回線料金は,回 線種 類毎 にそ の距離 で月

間 レンタル料金が決 められ てい る。

回線種類
距 離(Dは 伽)

0～10克 菰 10～50㎞ 50～400克 π 400伽 以 上

50bit%
フラン

63十18D

フラン

123十12D

フラン

573十3D

'10%
oobit% 63十18D 123十12D 498+45D

2線 式電話 63十18D 123十12Dフ ラ ン

一

3723+36フ ン

4線 式電話 2(63+18D) ,(、2、+菌 (123+12訂 ン
十723

(3723+3D)
十723

高品質4線 式 a2(63+18D) 22(123+12D) 1冬123+瑠 1・2(3723+3D)

十723

グル ー プ回 線 8(63+18D)
フフン

8(123+12D) 8(3723+3D)

スーパーグループ 回 線 30(63+18D) 30(123+12D) 30(3723+3D)

皿 デー タ伝送 サー ビスの利用状況

端末装置数 の推移 を下表 に示す。

専 用
公 衆
の 別

回 線 種 類
年 度

1966 1967 1968 1969 1970,

公

衆

回
線
の

利
用

電 話 回 線

200bitシ 毛

60(レ コ,200bitシ ξ

26

5

21

56

27

29

171

131

40

667

605

62

1.4181

1,306

112

テ レ ッ ク ス

50bitシ ξ

50～200bit%

20

20

一

26

26

一

28

28

一

31

31

一

80

29

51

小 計 46 82 199 698 1,498
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専

用

回

線

の

利

用

電 話 回 線

200bit%以 下

600～1,200bitシ6

1,200bitシ ξを 越 え る もの

277

147

60

70

P,

467

280

110

77

652

288

238

126

1,243

4ユ4

587

242

1,895

689

770

436

電 信 回 線

50bit%以 下

50bit%を 越 えるもの

2

2

一

15

11

4

34

20

14

54

29

25

206

25

181

小 計 279 482 686 1,297 2,101

総 合 計 325 564 885 1,995 3,599

皿 そ の他

1共 同 使 用,他 人使 用に つ い て

・共同 使 用 に つ いて は もとは 同一 社 内 と して い たが,現 在 は 実 質

的同 一 会 社 であ るが,ま たは ケー ス ・パ イ ・ケー ス で認 め て い

る。

・他 人使 用は 問題 ない。

2専 用 回 線 と公 衆 回 線 の 接続 に つい て

・片 端 のみ 接 続 す る こ とを1年 前認 め た。

3郵 政 省 の情 報 処理 サ ー ビス に つい て

・郵 政 省 は デー タ伝 送 を第1の 任 務 と して お り,情 報 処理 サ ー ビ

スを 行 な う意 志 は ない。

一241一



RESEAUCOMMUTEＴELEGRAPHIQUE(50a200bauds
.》

CjRCONSCRtPTIONSDETAXE(ennoir).

・
、
}

ノ

'

●danslameme

ci「consc「iption

P・=0,05《9N十5T)・Francs

●ent「eci「consc「iptions

limitrgphes

P・=.0,05《18N十10T)Francs

●entrecirconscriptions

nonlimitropbes

P=O,05《18N十15T,Francs

●N=
,』 ∂ノed冶`0〃)mu〃,`∂tions

"了
==Je'■ ρpnm卿z'rne"皇 巾

'

,

〃

図 －a

ず

一242一



ノヒル ロ

C。mp。ni・1・t・ ・nati・n・1・d・T・1・i・fo「matlque

[

輻

■

'

訪 問 日 昭 和46年11月27日

所 在 地:36.RuePierret92-NeiullySeineParis

France.

面 接 者:

Mr.YannickRetailleau

Mr.YvesJoffrin

当 方 全 員

DirecteurTechnique・

DirecteurG6n6ralAqjoint

ICITELの 概 要

エ_ル フ ラ ンス,ア リタ リア航 空,BOACな どの航 空 会社 ・フ ラ

ンス 国鉄 な どの鉄 道 業 者,そ して,英,仏,ギ リシ ャの銀 行 な どが

出資 して 設立 した ホテ ル予 約 を 業 とす る ス イス 法人 の 会社 で あ る。

　 　

(1図 参 照)。1971年4月,ア メ リ カ ン ・エ キ ス プ レ ス の ス へ ー

ス.バ ン)・ シ ス テ ム と の リ ン ク 契 約 を 行 な うと とも に,1972年1月

に はBOACと の リ ン ク を 完 成 さ せ る 。 現 在,予 約 セ ン タ ー は,パ リ

の 本 社 内 に 設 置 し て い る ほ か,ア ム ス テ ル ダ ム ・ブ ラ ッ セ ル ・ダ ブ

リ ン,フ ラ ン ク フ ル ト,・ ン ドン ・チ ュ ー リ ・ ヒ ・ ロ ー マ ・ ニ ー ス ・

コ ベ ン._ゲ ン,バ ル セ ・ ナ,ミ ラ ノ,ツ ー ル ー ズ ・ リ ・ ン な ど に

あ る 。
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1図

HoldingCompany
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Paris
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CITEL
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Switzerland

Friboug

■

五 機 器 構 成 ・要 員構 成 ・契約 ホ テ ル な ど

IBM360/50,360/40各1台 を設 置 し,現 在 後 者 をIPARSに

よる オ ン ラ イ ン業 務 に 使 用,前 者 は バ ッ チ業 務 と バ ック ア ップ,時

には 時間 貸 に も応 じてい る。将 来 計 画 と して370/145へ の リプ レ

イ スを検 討 中。 ス タ ッ フは,現 在本 社 関 係80人,予 約 セ ン ター70

人 の合計150人 。 契 約 ホ テ ル数は ア メ ッ ク ス とあ わせ て3,500と 公

称 してい るが,CITEL自 体 と して は,ア メ ックス か ら契 約 に よ り

移 管 され た もの をふ くめ て900ホ テル 程 度 の規 模 で あ り,71年 末

ま で には1,200に な るとい うこ と であ った 。

皿 予 約 の 方 式 と タ ー ミ ナ ル

タ ー ミ ナ ル は,オ リ ベ ッ テ ィ社 の も の で,キ ー ・ボ ー ド プ リ ン タ

ー 形 式
。 テ レ ッ ク ス の 自 動 応 答 装 置 も 備 え て い る か ら,ホ テ ル 等 の
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●

テ レ ックスか ら も直 接 入 力 で き る。 当然,各 予 約 セ ン ター では,電

話 での 申込 み を受 け て,タ ー ミナ ル を打 鍵 して 回答す る こ とに な る。

宿 泊 申込 の フ ォー マ ッ トは,都 市 指定 と ホテ ル 指定 の2通 りあり,

ア ウ トプ ッ トと して 前 者 の 場合 は3案(3ホ テ ル),後 者 の 場合 は

,案(・ つ の異 った 室 タ イ プ)が 提 示 され る・ も し ・そ のい ず れ か

で 満 足す れ ば,そ の 旨打鍵 す れ ば 予 約が 完 了 し,必 要 が あ れば,確

認 書 をア ウ トプ ッ トす るこ と もで き る。 も し,満 足す る条 件 が え ら

れ な い と きは,そ の 旨打 鍵 す れ ば,案 の つ くれ るか ぎ り,代 案 が 提

示 され る(こ の 場合 も,前 者 が3案,後 者 が2案 しか1回 に 提 示 さ

れ ない か ら,満 足 のい くまで くりか えす こ とに な る)。

予約 結果 の通 知は,ホ テ ルに ター ミナル が設 置 され てい る場 合は

ダ イ レク トに,設 置 さ れ てい ない 場 合 は,ホ テル 最寄 の 予 約 セ ン タ

ーの ター ミナル に そ の 内 容 が 打 ち 出 され,そ こ か ら便宜 な方 法 で ホ

テ ル側 に連 絡 され る。

■

IVリ ンクの 現 状

1BOAC

現 在は 紙 テ ー プを 介 して テ ス ト的に 稼動 中。 直 接 リンク させ る

のは,1972年1月 早 々の 予 定。 この場 合 で も,BOAC側 か ら ホ

テ ル予約 が可 能 にな るのみ で,CITEL側 か ら航 空 機 の 座 席 予 約

を行 な え る こ とには な らな い 。

2AMEX

双方 の シス テ ムが,室 タ イ プの設定 方 式 な どの細 目部 分 が 異 っ
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てい るた め,3段 階 に わ け てす す め る計 画 で あ る。 なおCITEL

側 では,AMEXフ ォー マ ッ トへ の コー ド ・コンバ ー ジ ョン作 業 は

完 了 してい るの で,AMEX待 ち の状 況 で あ る との こ とで あ る。

PHASEI(1972年1月 頃 ま で)

AMEXと 共 同 予約 セ ンタ ー を ニ ュー ヨー クに 設 置 し,そ れ ぞ

れ の ター ミナ ルを使 用 す る。

PHASE皿

AMEXの セ ン ター か ら,CITEL側 へ は オ ン ライ ン ・バ ッチ

方式 を採用 す る。

PHASE皿

完 全 な形 で の リン ケー ジ。72年 中には 完 成 の 見 こみ(リ ス

ポ ン ス ・タ イ ム5～10秒)。

V精 算 方 式

参 加 ホテルとの代金決済方式は,次 の2本 立にな ってい る。

1定 額部分(月 額)

適用区分
契約状況

欧州のみ 全世界

ホ テルが個別 に契約 してい るとき 12US$ 30US$

チ ェ ー ン形 式 の参 加 の場 合 10 20

2ト ラ ン ザ ク シ ョ ン フ ィ ー

Oヨ ー ロ ッ パ 内

'
1室 予 約 に っ き1・50US$

oア メ ッ ク ス

■
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●

室料 の5%。 最 低 料 金1・59US$

以 上が 騨 の計 鍵 礎 で,そ れ に もと づ き ・ホ テル別 に 宿泊 客

リス トを ア ウ トプ 。 トし,NO-SHOW客(予 約 した が 不 泊 の 人)

の 調 整後,請 求 額 が 確 定 す る。

3タ ー ミナ ル フ ィ ー

ホ テル に 設置 され た ター ミナ ル の使用 料は1セ ッ トに つ き250

ドル/月 で あ り,件 数 が ふ え ると有 利 な料 金制 度 にな ってい る。
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料金

20%増

Nice

●
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訪 問 日

所 在 地

面 接 者

Dr.D.Andorka

Mr.B.Durteste

Mr.J.Glories

Mr.G.J.Bpandt

Mr.C.Deroual

当 方 全 員

昭 和46年11月29日

112AvedeNeuilly-92-Neui1ly,France

SystemsPlanningManager

SystemsPlanningEngineer

AssistantGeneralManager

SystemsPlanningEngineer

・DirecteurFinancier

■

ISITAの 概 要

SITAは,1949年 に11の 航 空 会 社 に よっ －zt設立 され た 営 利 形

態 を と らない 本 社 ベ ル ギー在の 法 人 で,現 在90カ 国,160航 空 会

社が加盟 してお り,航 空 会社 間の テレタイプ通 信と座席予約情 報に

関 す る メ ッ セ ー ジ ・ ス イ ッ チ ン グ を 行 な っ て い る 。 現 在,主 要 セ ン

タ ー を9カ 所,小 規 模 セ ン タ ー を24ヵ 所 設 け,1,500人 の 要 員 で

ネ ッ ト ワ ー ク を 運 営 し て い る 。 な お,CCITTの 勧 告 に も と つ く

REGULATIONに よ り,こ の ネ ッ ト ワT・'一ク はAIRLINEBUSIr
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NESSに 関す る メ ッ セー ジのみ に 限 定 さ れ て お り,し た が って ホ テ

ル,モ ー テル に 関す る宿 泊 予約 シス テ ム との リン クは 認 め られ てい

な い 。

llネ ッ トワー クの 現状.

ネ ッ トワニ ク の構 造は,LOOP型 と 星状 型 の2つ に大 別 で き る。

前 者は,9箇 所 の主 要 セ ンター に より,INTERNATIONALな ハ

イ ・レ ベル ネ ッ トワー ク を形成 し,セ ン タ ー間 の 回 線は2400BPS

(FULLDUPLEX1回 線)を 使 用 してい る(4800BPSへ の 切 換

え検 討 中)。 各 セ ン ターは 対等 な立 場 で運 営 管理 され,他 の』セ ン タ

ーに コ ン トロー ル され る とい うこ とは な い 。 これは 特 定 の セ ン ター

のCPUダ ウ ンや 回 線 障害 な どの場 合 で も送 受 信 の ル ー トが た だ ち

に 修正 で き るこ と,つ ま り,ネ ッ トワー ク 自体 に アク シデ ン トに 際

して バ ジ ク ア ッ プ機 能 を もた ぜ てい る こ とに よる もの と考 え られ る。

P

'
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メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッ チ ン グ の た め の コ ン ピ ュ ー タ と し て は,パ リ'

ア ム ス テ ル ダ ム ・ ロ ン ドン の 各 セ ン タ ー は(PHILIP4.714,そ の

他 の セ ン タ ー はUNIVAC41811ま た は418皿 を 使 用 し て い る 。

後 者 の 星 状 ネ ッ ト ワ ー ク は,そ れ ぞ れ の 主 要 セ ン タ ー を 中 心 と し

た50～75BPSの 低 速 度 回 線 に よ る ロ ウ ・ レ ベ ル ネ ッ ト ワ ー ク で

あ る 。24箇 所 の セ ン タ ー は,ス ト ッ ク ホ ル ム と コ ペ ン ハ ー ゲ ン の

場 合 を の ぞ く と,い ず れ か1っ の 主 要 セ ン タ ー と し か 結 ば れ て い な

い 。 し た が っ て,こ の ロ ウ ・ レ ベ ル セ ン タ ー の 末 端 に,各 社 の 座 席

予 約 シ ス テ ム の コ ン ピ ュ ー タ,各 種 の 専 用 タ ー ミ ナ ル,テ レ タ イ プ

等 が 星 状 に 接 続 さ れ て い る と 同 時 に,ロ ウ ・ レ ベ ル セ ン タ ー 自 体 が

主 要 セ ン タ ー か ら 星 状 に 延 び た か た ち に な っ て い る 。

皿 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング の 実 態

1メ ッセー ジの チ ェ ッ ク

当然 の こ とな が ら,メ ッ セー ジの 内 容 には 一切 関 知せ ず,単 に

HEADINGの 内 容 の み を 識別 して ス イ ッチ して い る にす ぎない

(1図 参 照)。

2送 信 ルー トの決 定

る特定 の セ ン ター か ら ,他 の す べ ての セ ンタ ー とダ イ レク トに 接

続 され て い るわ け では ない か ら(ロ ン ドン ・パ リ ・フ ラン クフ ル

トの 各 セ ン ター が4セ ン ター と 直結 してい るの が最 高 であ る),

当 然,ど の セ ン ター を経 由す べ きかが 問題 に な る。SITAの 運 営

方 法 と しては,あ らか じめ ノ ー マ ル な ル ー トを設定 して お き,通
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1図

メ ッ セ ー シ'フ ォ ー マ ッ

o電 信 回 線(5ビ ッ トBAUDOTコ ー ド

SOMシ ー ケ ン スZCZC

－ 連番 号(毎 日 の)

回 線 名

SOA<

宛 先(例)PARRRI

バ リ 任 意

送 り側(例)FRARRLH

STX

いEXT

霊

四

LH

ル フ ト
ハ ンザ

(ぼ 麸 ベ ル に入 る とSOA-ETXを7ビ ッ ト'一 ド)

Oハ イ レ ベ ル

DLE

TSI(TransmissionSequenceIndicator)

メ ッ セ ー ジ レ ベ ル(3～4字)

宛 先(2-)'v3字)

いBXT'

ETB(ETXは 使 わない)

BCC－
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常は そ れ に よる こ とにす るが,ト ラフ ィ ック ロー ドの増 大や,回

線 事 故,セ ン ター ダ ウ ンな どの ア ク シデ ン トの場合 に 備 え,ど の

ル ー トを用 い るべ き かに つい て の決 定 を随 時 行 ない うる体 制 を と

ってい る。

3経 費 の 割 りつ け

経 費 の 各 航空 会 社 へ の 配 分は,送 信側 の送 信 実 績(キ ャ ラク タ

ー単 位)に も とつい て行 な うこ と と して い る。 当然,各 セ ン ター

の運 営 コス トも,各 航 空 会社 に 実 績 に応 じて 割 りつけ られ るこ ど

に な る。 しか し,実 態 と しては3ケ 月 程度 の期 間 の デー タの サ ン

プ リングに よって計 算 根 拠 をつ く りそ れ に も とつい て概 算 払 を求

め,後 刻,月 ご との 実 績 に も とつ く精 算 を行 な ってい るのが 現 状

で あ る。 回 線 障害 な どの こ とを 考 え,ネ ッ ト ワー ク全体 を1っ の

回線 とみ な して 精 算 してい る点 が 特 徴 的 であ る。

4加 入 手 続

SITAへ 加入 す る場 合は,コ 株4ド ル の 株 式 を 相 当数 取 得。レ

ギ ャ ラ ンテ ィフ ィー と して5,000ド ル の デ ポ ジ ッ トを納 付 しな け

れ ば な らない 。

SITAの 株 式 の取 得 比 率 は 毎 年 末 に実 使 用量 に よ り修 正 再 配 分

され るこ とNな ってい るが,特 定 の航 空 会 社 のSHAREが20%

を こ え ない よ う配 慮 され る。
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■

訪 問 日 昭 和46年11月30日

所 在 地Adenaueralle81-53Bonn

FederalRepublicofGermany

面 接 者

Mr.'R.P.LJngKanzowEngineer(Obespos』tsrat)

Mr.LotharHeilEngineer(Obesamtsrat)

当 方

古 河 西 海 宮 藤 田

・ア
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1デ ー タ伝 送 サ ー ビスの現 状

伝送 速 度 伝 送 路
直列・並列

伝送 の別
通信方式

平均誤 り

率
回線接続装置 備 考

50bit%

専用電信回線 直 列
単 向
半2重
全2重

一7
2～20×10

加 入者 が つ け る

アダ プ ター

テレックス回 線 同 上
単 向

半2重

弓5
～10×10 同 上

100bit% 専用電信回線 同 上
単 向

全2重

一7
1～10×10 同 上

・

200bit%

同 上 同 上 同 上 同 上 同 上

ダテックス回 線 同 上 同 上
42～8×10郵政省がつける

遠隔制御装置

.

専用電話 回線 同 上 同 上
一7

・1～10×10
加 入 者が つ け る

モ デ ム

公衆電話 回線 同 上 同 上
→2～10×10郵政 省 が っけ る

モ デ ム

60%200bi%

同 上 同 上
単 向・半2重

補助 チャンネ
ルは全2重

寺1
～10×10 同 上

必 要 に 応 じ75

bit%の 補 助 チ

ャンネルヵりけられる

専用電話回線 同 上

単 向
半2重
全2重

づ1～10×】0加 入 者が っ け る

モ デ ム

1,200bitシ ξ

以 上

同 上 同 上 同 上
略約10

同 上

回線等化装置を

付加す る必要が

ある

4.800bitシ ξ

以 上

広帯域専用

回 線

直 列

並 列
同 上 同 上

郵政省または加

入者がつける回

線接続装置

暫 定 サ ー ビスで

あ る

2%o付 号タ 公衆電話回線 並 列

単 向

返 送テヤンネ
'ルは半2重

10づ よ りも

良 い

郵 政省 が つ け る

モ デ ム

5biMま たは言

語伝 送 用 返送 チ

ャン ネ ルがあ る
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料 金 体 系

1専 用 電 信 回 線(50,100,200bitシ/s)

(1)初 期 料 金(一 回 払 い,装 置 料 金)

2線 式 の と き1端 末 あ た り120ド イ ツ マ ル ク

4線 式 の と き 〃190〃
o

(2)月 間 回 線 レ ン タル料 金(100m毎 に)

距 離 区 分 50bitシ ξ loobitシ ξ 200bit%

10ム まで の部 分
ドイツマルク

2.00

ドイツマルク

2.00

ドイツマルク

2.00

10た 沈か ら50た 沈ま で の 部 分 0.70 1.00 1.20

50た 加か ら100ム ま で の 部 分 0.40 0.60 0.70

100た 加を越 え る部 分 0.16 0.24 0.32

この 他付 加装 置料 金 や メ イ ン テナ ンス料 金 あ り

(3)月 間 回 線補 償 料金

距 離 料 金

10㍍ ま で 35.00ド イ ツ マ ル ク

10㍍ か ら15た 〃ま で 52.50

15㍍ か ら25々 沈ま で 70.00

25伽 か ら50克 叛ま で 105.00

50伽 か ら75た 加ま で 15750

75㍍ か ら100克 πま で 210.00

100伽 以 上 262.50
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2テ レ ッ ク ス 回 線

(1)初 期 料 金(1回 払 い,装 置 料 金)120.00ド イ ツ マ ル ク

(2)月 間 基 本 料 金50.00

(3)使 用 料 金

使 用 料 金 はploド イ ツ マ ル ク を 単 位 と し て お り,区 間 に よ

っ てO.10ド イ ツ マ ル ク あ た り の 接 続 時 間 が 決 め ら れ て い る 。

区 間

010ド イツマルクあた りの 接続 時間(秒)

昼 間 夜 間

中心交換局内相互間
のとき

15 22%

上記 を越 えるとき 84ろ 15

こ の他 メイ ンテ ナ ンス 料金 あ り

3ダ テ ックス 回線

(1)初 期 料 金(一 回 払い.装 置 料 金)190.00ド イ ツマル ク

(2)月 間 基 本料 金(メ イ ンテ ナ ンス料 込 み)110.OO

(3)使 用 料金:テ レ ッ クス の場 合 と 同 じ

4専 用 電 話 回線

(1)初 期 料 金(一 回払 い,装 置 料金)

2線 式 の と き1端 末 装 置 あ た り120.00ド イ ツマ ル ク

4線 式 の とき 〃190・00

一260一
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(2)月 間 回 線 レ ン タル料 金(100η 毎 に)

距 離 区 分 料 金(100仇 あ た り)

50た"ま で の 部 分 2.00ド イ ツ マ ル ク

50㍍ か ら100㍍ ま で の部 分 1.20

100た 沈を越 え る部 分 0.40

特 別 伝 送 品 質Mlo2(2,4qobits/
sま で伝 送 可)の と きは 付 加

料金 と して480.00ド イ ツ マル クが 加 算 され る。

この他 付 加 装 置 の料 金 が あ る。

(3)月 間 回線補 償 料金

専用 電 信 回 線 の場 合 と全 く同 じ

5公 衆 電 話 回 線

(1)初 期 料 金(一 回払 い,装 置 料 金)

1回 線 あた り120 .00ド イ ツ マル ク

モ ァ ム コネ ク タ30 .00

② 月間 基 本 料 金

9.00ド イ ツ マル ク か ら1&00ド イ ツ マル クま で

(地 方 に より異 る)

(3)使 用 料金

3電 話 と全 く同 じ
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(、4)モ デ ム等 の 月間 レ ン タル料 金(郵 政 省 が 提 供 す る もの)

モ デ ム 等 の 種 類 月間 レ ン タル料 金

モ デ ムD1,200S 195.00ド イ ツ マ ル ク

モ デ ムD200S 155.00

モ デ ムD20P-Z段 階1 130.00

モ デ ムD20P-Z〃2 155.00

モ デ ムD20P-A〃1 20.00
`

モ デ ムD20P-A〃2 25.00

その他付加 装置 とその料金あ り

6広 帯域 専 用 回線(48KHzの もの)

(1)初 期 料金(一 回 払 い,装 置 料)19α00ド イ ツ マル ク

(2)月 間 回 線 レ ン タル料 金(100m毎 に)

距 離 区 分 料 金(100m毎 の)

30ム まで の部 分 16.00ド イ ツ マ ル ク

30ム か ら100㎞ ま で の 部 分 9.00

100ム を越 え る部 分 2.50

■

llデ ー タ伝 送 サ ー ビス の利 用 状 況

1970年 末で 総 端 末 装 置 数 は3,200で あ る。

N
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皿 そ の 他

1共 同 使用,他 人 使 用 につ い て

。共 同使用 に つい ては 国際 回線 はCEPTが 決 め てあ り,Same

Proffessionな らぽ 可 と してい る。 国 内 回線 は 原 則1人 だ が

両端 で さ らに他 の ネ ッ トワー クに 接 続 しな いな らば,2人 は

OKで あ る。

o他 人 使 用は,た と えばTSS会 社 の場 合,そ の 端 末 装 置 もTSS

会 社 の もの で あ るな らば 専 用,公 衆 回線 を問 わずOKで あ る。

2メ ッセー ジ スウィッチング サ ー ビスに つい て

Oメ ッセー ジ スウィッチング のみ サ ー ビスす るの は 認 め て い な い 。

情 報処 理 を行 な うな らばOKで あ る。Sontingは 情 報 処理 で

あ る。

3専 用 回線 と公衆 回 線 の 接続 に つい て

O現 在 検 討 中 であ り,将 来 で き よ う。

4DDG(DentscheDateIGmbh)に つい て

oDDGは 民 間会社 であ る。 郵 政 省40%。 コン ピュー タ メー カ

ー3社 夫 々20%の 資本 で 設立 した
。 現在 バ ッチ処理 サ ー ビス

を行 な っ てい るが,近 く,遠隔 情 報 処 理 サー ビス を行 な う予 定 で

あ る。

輪
「

、夕
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ド ィ ッ 国 鉄 関 係(START)

訪 問 日 昭 和46年11月30日

所 在 地:6Frankfurt/MainF】ughafen

LufthansaBasis.

面 接 者:

Mr.HermannF.J.Sturm

DiplomvlksirtGechaftsfuhrer

STAR[P-StudiengesZurAutomatisierung

furReiseundTouristikGMBH

Dr.JurqenBo㎜er

Geschaftsfuhrer

STAR乎 －StudiengeszurAutomatisierung

fil'rReiseundT卯ristikGMBH

Mr.MaxBahmann

Oberamtsra

当 方:圓 尾 田 中

当初,ド イ ツ国鉄 の予約 シス テムを調査す るた め国鉄を訪 問 した と

ころ,た また ま,ド イ ツにおいて国 鉄 を中心 に旅 客輸送,ホ テル予約

等総合的に実 施す る計画がすSめ られ てい る由を きN当 該 グルー プで

あるSTARTを 往訪 した ものであ る。

ISTぽr(STUDIENGESZURAUr(]MArlSIERUNG而R斑SE
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⊃

UNDTOURIST]KGMBH)は ノレフ トハ ンザ ・ドイ ツ航 空,ド イ ツ国

鉄(DB),DERな どの トラベ ルエ イ ジェ ン シー(旅 行 業 者)か

らな る 研 究 グル ー プで,近 い将 来 に 実 現 を 見 込 ん で い る 全 国 ネ ッ

トの旅 行 予約 シス テ ム を完成 す るため の 準 備 組 織 で あ る。

⑨

皿 日本で もそ の 計 画 が あ るが,STARTは,こ れが 完 成す れ ば ド

イツ国 内 の殆 ん ど の旅 行 業 者が 直 接 又は 間 接 的 に ネ ッ トワー クに加

わ る予 定 で,航 空 機.鉄 道,船 の座 席 予 約 お よび ホ テ ル の ルー ム リ

ザ ーベ イ シ ョ ンは 全 国 各地 の旅 行 業 者,国 鉄,ル フ トハンザ 等 の 窓 口

で即 時 に可 能 とな るであ ろ う。

皿 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心 に は 新 コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ る 。 そ し て.,
■

この コン ピュ ー タに ル フ トハ ン ザ,ド イ ツ国 鉄,TUIの 各 コ ン ピ

ュー タと旅行 業 者 の各 窓 口の端 末 機 が 接 続 され る。 もち ろ ん,ル フ

トハ ンザや 国 鉄 の コン ピュー タには,そ れ ぞ れ 独 自の端 末 機 群 が 接

続 され てい る(1図 参 照)。

IVSTARTの 考 えて い る新 ネ ッ トワー クは,中 央 の コ ン ピュ・一 夕

か ら全 国 数箇 所 の サ ブセ ンタ ー を結 ぶ9600bps叉 は4800

bpsの 回 線 と,サ プセ ンタ ー か ら各 所 の端 末 機 を結 ぶ放 射状 の回 線

群 か らな る予 定。

、
Vこ の 回 線 に接 続 され る端末 機 はCRTデ ィ ス プ レイ 装置 を考 え て

一265一



い る よ うで,ホ テル の予 約,国 鉄 の 列車 ・航空 機 ・船 の座 席 予 約 が

1台 の端 末 機 で 出来 る よ うに設 計 中 と言 う。 端 末 機 の 台数 は ,

1975年 に 約1,000台 ,1980年 には2,500台 の 予 定 。

Wこ の構 想は 目下 許 可 申請 中で1972年 に 着 工予 定。 完 成 の 暁 に

は,オ ペ レー シ ョンの た め の別 会社 を設立 す る 予 定 との こ とで あ る。

STARTNETWORK

bps

480Q又 は960

New

Center
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ロコ
Bundesministeriumfur

BildungundWissenschaft

(西 独 教 育 科 学 者)

訪 問 日:昭 和46年1

所 在 地53Bonn

面 接 者

Dr.Ph・iLGunterLehr

1月30日

FederalRepublic

Dr.Jng.GunterMarx

LeiterderAbteilungfur

KerntechnikundDatever-

arbeitungimBunde.sministe-

rlumfurBildungund

Wissenschaft

Chief,divisionforResearch

andDevelopmentlnedp-

systems.

Referent,Datenbank-Slof`tware

'

Dr.Jng.HermannHamachefMitarbeitenvonDr.Donth

方 古 河 西 海 宮 藤 田

1概 論

当省 は,西 独 コ ン ピュ ー タ産 業 のR&Dを 促 進す る立 場 に あ る。

従って,そ の対象 とす る事項 も現状分析 から長期計画 の策定 ・予価
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に 到 る まで極 め て広 い 範囲 に わた ってい る。

遠隔 情 報 処理 の問 題 に つい て も,大 型 コ ン ピュ ー タ の 開 発,利 用

に伴 う問題 の ひ とつ と して と りあ げ られ,検 討 がすSめ ら れ てい る 。

西 独は,英 国 と と もに 自 国 コ ン ピュー タ の育 成 利 用 に つい て,他

の 欧 州諸 国 とは かな り取 り組 み 方 が異 な って お り,と くに,大 型 コ

ン ピ ュー タが今 後 の情 報 処 理 の 中核 と して,タ イ ム ・シ ェ ア リング

をは じめ とす る新 しい 情 報 処 理 の ため の 各種 ア プ リケー シ ョンに適

した もの で あ る との 認 識 か ら,そ の開 発利 用 につ い て は 大 きな 関 心

を も ってい る。

込

ト

ll西 独 政 府 の デ ー タ処 理 計 画

西独 では,1969年 ～70年 に わた って 当省 が 中心 とな っ て策

定 実 施され た 「第1次 情 報 処 理 振 興 」 に よって 得 られ た 経 験,成

果 に基 づ き現 在,「 第2次 情 報 処 理 振 興 」(1971年 ～75年)

が 進行 中 であ る。

この 計画は,情 報 処 理 促 進 に関 す る 西 独政 府 の 考 え方 を示 した

もので あ り,経 済 ・財 政,労 働,社 会秩 序,教 育,内 務,科 学 各大

臣の 講ず る措 置 を含 む ほ か,デ ー タ処 理 専 門 協議 会,科 学,経 済,

政 治,行 政各 専 門 家 の 協 力 の もとに 作成 さ れ てい る 。

内容 と しては,① 西 独 に お け るデー タ処 理 の現 状 お よび これ ま で

の助成 措置 の概 要,② 計 画立 案 期 間 中に 予 測 され た 問 題 点 を 明示 し

た上 で の 目的 の設 定,③ 上 記① お よび② 即 ち,現 状 と 目 的 とを対 比

す るこ とに より計 画 期 間 中に お こな わ るぺ き一連 の 助 成 措置 の3点
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人

し

●

診

〕

●

が骨子 をな してい る。

この計画の実 施上,特 に遠隔情 報処理に関連 する部 分につい ての

当省の説明は 以下 の通 りであった。

皿 詳 論

1デ ー タ ・トラ ン ス ミッシ 。ンお よび デ ー タ ・リモ ー ト処 理

高性 能 の デー タ ・ トラ ンス ミッ シ ョンは,各 種 のデ ー タ ・バ ン

ク を連 結 使 用す る シ ステ ムや 多数 利 用 者 を考 慮 した 多 くの タ ー ミ

ナ ル を もつ 大 型 コ ン ピュー タ を 利 用す る シス テ ムを効 率 的 に 稼 働

させ るた め に 不 可 決 の条 件 で あ る。

第2次 デー タ 処 理 計画 に も とつ くデ ー タ ・ トラ ソ ス ミ ッ シ ・ン

お よび デ ー タ ・ リモ ー ト処 理 の ため の設備 投 資や 西 独 郵 政 省 に よ

る新 しい トラ ン ス ミッシ ョン技 術 の研 究は,経 済,科 学,行 政 管

理 な どの 諸 部 門 で の情 報処 理 効 率 を大 巾に 改 善 して ゆ くこ と ふな

ろ う。 な お,現 在 の と ころ西 独 ではGTT(郵 政 省)が トラ ンス

ミ ッシ ョン ・ラ イ ンを 独 占 して お り,電 話 回 線 を借 りるの に は 特

別 の許 可が 必 要 で あ る。

2公 的 電 話 ネ ッ ト ・ワー クに よる デー タ ・ トラ ンス ミッ シ 。ン

西独 郵 政 省(DBP)は デ ー タ処 理 の 目的 で,デ ー タ ・ トラ ン

ス ミッ シ ョンの た め に そ の通 信 ネ ッ トワー ク を利 用 させ る一 連 の

サ ー ビ ス(Dateldienst略 称DAT肌)を 提 供 してい る 。

これ は,一 般 電話 回 線 ネ ッ ト ・ワー ク を使 用 した デ ー タ ・ トラ

ンス ミ ッ シ ョ ン ・サ ー ビス であ る が 情報 案 内 シ ステ ムな ど,メ ッ
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セ ー ジ ・ ア ウ ト プ ッ トを 伴 う も の に つ い て は,電 話 ネ ッ ト ・ ワー

ク 内 に 提 供 さ れ た ビ ッ ト平 行 キ ー を 伴 う モ デ ム が 適 し て い る 。 使

用 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ は,AEG-TR440で,例 え ば 大

学 等 に お け る こ の シ ス テ ム 利 用 の た め の 施 設 費 の85%は 政 府 補

助 に よ っ て い る と い う。

デ ー タ 伝 送 速 度 に つ い て は,200ビ ッ ト/s,600ま た は

1,200ビ ッ ト/sと 並 ん で 新 し い 速 度 ク ラ ス と し て2,400ビ

ッ ト/sに よ る ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 導 入 の 可 能 性 に つ い て 検 討

し,数 々 の 調 査 を 行 な っ た 結 果,西 独 郵 政 省 の 電 話 ネ ッ ト ・ ワ ー

ク に お い て も,充 分 可 能 と の 結 論 を 得 て い る 。

3テ レ ッ ク ス お よ び ダ テ ッ ク ス ・ ネ ッ ト ・ ワ ー ク

西 独 郵 政 省 の テ レ ッ ク ス ・ ネ ッ ト ・ ワ ー ク は,現 在,8万 人 以

上 の 加 入 者 を 有 す る 世 界 で も 有 数 の ネ ッ ト ・ ワ ー ク で あ る 。 こ の

ネ ッ ト ・ ワ ー ク を 更 に 補 完 し,よ り 高 速 の デ ー タ ・ トラ ン ス ミ ッ

シ 。 ン を 実 現 す る た め の 特 別 な ネ ッ ト ・ ワ ー ク ・ ダ テ ッ ク ス ・ネ

ッ ト ・ ワ ー ク"の 準 備 が すSめ ら れ て い る 。 こ れ ま で の と こ ろ,

こ の 新 ネ ッ ト ・ ワ ー ク は,約400の 加 入 者 が 利 用 し て い る 。

4EDSネ ッ ト ・ ワ ー ク

西 独 郵 政 省 は,1972年 に テ レ ッ ク ス お よび ゲ ン テ ッ ク ス ・

ネ ッ ト ・ ワ ー ク の た め に,新 しい 電 子 デ ー タ 交 換 シ ス テ ム(EDS)

を 稼 働 さ せ る こ と に な っ て い る 。 こ の シ ス テ ム は9,600ビ ッ ト

/sま で の デ ー タ ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 速 度 の も の お よ び こ れ に

加 え て,よ り 高 速 度 の も の,例 え ば,48,000ビ ッ ト/sに 適
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してい る。 また,こ の シ ステ ムでは 種 々の 加 入 者に 様 々な 特 性 を

もた せ る こ とに よ って,ク ラス分 けす る こ とが可 能 であ り,こ れ

は 個 々の 交 信 に対 す る必要 性 に 応 じ,特 別 ネ ッ ト ・ワー ク内 で行

な わ れ る よ うに な ってい る。

こ の システ ムは この 他,加 入 者 の 作業 処 理 を著 し く軽 減 す る こ

とが 出来 る一 連 の特 殊 サ ー ビ ス も行 な う。 これ ら新 シス テ ム形成

のた め に は,約4億DMが 必要 であ り,1975年 ま で に 終 了す

る予 定 で あ る。

5ダ ー テ ル ・サ ー ビス の拡 張

デー タ ・ トラ ン ス ミ ッシ ョンに対 する 需要 の急 激 な増 加 に 対 応

す るた め 今 後,数 年 間 デ 一 夕ル ・サー ビス を拡 大す るた め の措 置

が と られ る 必要 が あ り,西 独郵 政 省は,国 内・につい て の 市場 調 査

を お こな って 需要 を確定 すべ く作 業 をすsめ てい る。

また,ダ ー テ ル ・サ ー ビスの今 後 の在 り方 につい ては,単 に国

内 的な 問題 と して と らえ るの で は 不充 分 であ り,ヨ ー ロ ッパ各 国

の通 信 管 理 当 局 との協 力 の もとに 広 範 囲 な 市場 調査 研 究 が 必 要 で

あ り,1972年 末 に こ の線 に沿 った 調査 を実 施す る予 定 で あ る。

デ ー タ ・ トラ ンス ミッ シ ョンお よび デー タ ・リモー ト処理 の今

後 の 需 要増 に対 処 す るた め,新 しい 料 金政 策 や各 種 の新 技術 問 題

の検 討 を お こな う必要 が あ り,こ のた め,西 独郵政 省 は こ のたび

ドイ ツ ・ダー テル 有 限 会 社に 資 本 参加 す る こと ふな っ た 。

6デ ー タ ・ トラ ン ス ミッ シ ョン技 術 の 研究

当省 のReserchCenterはBonn附 近 に あ り,こ こで 遠隔 精

一271一



報 処 理 に つい て の 研 究 を お こな ってい る。 研 究 計画 の 重 点は,こ

れ まで の トラ ン ス ミッ シ ョ ン技 術 お よび 交 換 技 術 か らあ らゆ る通

信 サ ー ビ スに統 一 的な デ ィ ジタ ル技 術 の トラ ン ス ミッシ ョン方 式

へ の転 換 を めざ す 方 向 に お かれ てい る
。

デ ィ ジタル ・ トラ ンス ミッシ ・ンに お い ては,よ り 高速,大 量

の情 報 の流 れ とい う国 際 的 な潮 流が あ るが,こ の 局面で の 当 研究

所 の 研 究成 果 と しては,数 如 の距 離 をお い た大 型 コ ン ピュー タ間

で48Kビ ッ ト/sに よるデ ー タ ・ トラ ンス ミッ ショ ン に関 し',

その 信 頼性 を テ ス トし,良 好 な 結果 を得 た。 このた め,現 在48

Kビ ッ ト/sベ ー スの 実 験 ネ ッ トワー ク の導 入 を 準備 中 で あ る。

、

へ

.

》

IV西 独 に お け る 大 型 コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る プ ロ ジ ェ ク トと し て は ・,

AEG－ テ レ フ ン ケ ン のTR440が あ る が,こ"の プ ロ ジ ェ ク トに

対 し て,そ の 開 発 費 の50%を 当 省 が 負 担 し て い る 。 ま た,TR

445の 開 発 に つ い て は テ レ フ ン ケ ン ・ コ ン ピ ュ ー タAGが 担 当 し

て い る が,こ の 会 社 は,テ レ フ ン ケ ン,ニ ッ ク ス ドル フ 両 社 が 夫 々

50%を 出 資 し て 設 立 さ れ た も の で あ る 。

な お,中 型 コ ン ピ ュ ー タ は ジ ー メ ン ス が 力 を 入 れ て お り,コ マ ー

シ ャ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ と し てNSF-1,プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル

用 コ ン ピ ュ ー タ と し てNSF-2が あ り,こ れ ら プ ロ ジ ェ ク トに 対

し て も,50%の 開 発 費 を 政 府 が 補 助 し て い る が こ れ で は カ ヴ ァ ー

出 来 ず,現 実 に は 開 発 費 の30%程 度 し か カ ヴ ァー さ れ て い な い 由

で あ る 。
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Vデ イー ボル ト・ジ ャー マニ ー社 の調 査 に よれ ば,1970年7月

1日 現 在 の 欧 州 に お け る 中,大 型 デ ー タ処 理装 置 お よび 端末 装 置 の

設 置 数は 次 の通 りで あ る。

中 ・大 型 デ ー タ処 理 装置 端 末 装 置

西 独 τ300 3,200

英 国 6,400 13,000

仏 国 5,600 4,000

ベ ネ ル ッ ク ス '2
,300 1,800

ス イ ス 1,100 1,300

す な わ ち,西 独は,こ れ まで に実 現 され た デ ー タ ・ リモ ー ト処理

シス テ ムに つい てみ る と,設 置 デ ータ処 理装 置 数は 欧 州 におい て ト

ップで あ るが.こ れ に対 す る端 末装 置 数 で は3位,両 者の 比率 では

最 下位 に止 ま ってお り,遠 隔情 報 処 理 の体 制 づ くりと しては,本 表

に よっ て み る か ぎ りむ しろ 他 の欧 州諸 国 よ りも お くれ てい る とい え

る。

へ

V

W上 記 の通 り,西 独 に お け る遠 隔 情報 処 理 の 実 情は,米 国 お よび 他

の欧 州諸 国 に比 し,さ ほ どす ふん でい る わ けで は ない が,当 省 が い

わば 国家 的 見 地 か ら必 要 と思 わ れ る 施策を 実 施 し,そ の促 進 と利 用

を は か りつXあ る。

と くに,そ の 重 点は,遠 隔情 報処 理 に お ける ソフ トウエ ア面 の開

発 に お か れ て お り,例 えば,ジ ー メ ンス のIRシ ステ ム,コ ロ ン大
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学 にお け る公 共事 業 関 係 の マ ネー ジ メ ン ト ・シ ステ ム等 が 代 表 的な

例 と してあ げ られ る。

また,DataBankを タ イ ム ・シ ェア リン グで利 用 す る 場 合 の基

本的 考 え方 と して,ひ とつ の 大 型 プ ロセ ッサ ーを 集 中的 に 使 用す る

とい う考 え方は,西 独 の場 合,む しろ ネ ガ テ ィ ヴに 考え られ て お り,

い くつ か の中型 プロセ ッサー を一 定 エ リア内に 設置 し,こ れ を逐一

連 結 してゆ くとい っ た方 向 で の 使 用 に つい て 検 討 中で あ る。

`

へ

冊 な お,遠 隔 情 報 処 理 の 他 国 と の連 繋利 用 の 問題 に つ い て は,欧 州

各国 をNe 、tworkで つ な ぐ とい っ た 案 があ り,英 国が リー ダー ・シ

ッ プを とって い る もの の,西 独 は 現 在 の と ころ参加 してい ない 。

この よ うな案 に つ い て は な お,ソ フ ト.ハ ー ド両 面 に お け る コン

パ テ ィ ビ リテ ィーに 多 くの問 題 が 残 され てい る模様 で あ る。

(註)

当省では 「第2次 情 報 処 理 振 興 」にっ き71年11月 にその

詳細 を発表 している。 今回,当 調査団往訪 の際,こ の最新資料

を入手 し,す で に完 訳 し,近 く刊行の予定である。本 資料 は 西

独におけ る遠隔情報処理 について も詳述 されてい るので くわ し

くは これを参照 され たい。

ノ

}

一274一



,

IBMWorldTradeCorporation

DataCommunicationCenter

1

げ

訪 問 日 昭 和46年12月1日

所 在 地CH-8803Ruschlikon,Saumerstrasse4,

Zurich,Switzerland.

面 接 者

Mr.J.F.MarcheseMr.K.Ogasawara.Mr.W.Gerhard

Dr.DrangeidDr.A.FreiMr.H・R.Schindler

Dr.E.Port.Dr.F.Closs .Dr.F.Corr

当 方 全 員

1こXで は 一 日に わ た り,研 究 所長 代 理(ア ン ドリ=一 ス所長 は 海

外 出張 中)お よび 他 の所 員に よって次 の ス ケ ジ テール の セ ミナ ーが

行 な わ れ た 。 な お,昼 食 後 の1時 間は,別 棟 の チュ ー リッ ヒ基 礎研

究 所に お い て,別 項 の 説 明な らび に 実 験 が行 な われ た。

O

・

ρ

ワ

デ 一 夕 通 信 研 究 所

1.Introducti6n-.IBMDataCommunicationscenter

所 長Dr』.M.'C.A・d・ew・ 鯉'

Mr.J.F.Marchelse

2.LongRangeDataOommunicationRequirements

Forecasting.
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3.

4

5

6

7

Mr.K.Ogasawara('j・ 笠 原 謙 蔵)

OverviewofNewDataNetworkPIansinEurope;

CurrentProblemsofDCNetwork;

AnaloguevsDigitalTransmission、;

FutureDataNetwork

Mr.J.F.Marchese

SomeD.P.RequirementsofSwitchedDataNetworks

Mr.W.Gerhard

DeterminationofOonnectionCostinSwitched

Data'Networks

Dr.E.Port

Tim。D。1。y。ndT,u。kC、pacityR。q。i,em。 。・Si。

SwitchedDataNetwoiks

SimulationofDataNetworks

Dr.F.Corr

チ ュ ー リ ッ ヒ 基 礎 研 究 所

1.Introdnction-IBMResearchLab.

所 長Dr.K.Drangeid

2.DemonstrationonVoiceandImageEncoding

Techniques

Dr.A. .Frei

Mr.H.R.Shindler
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皿 各 説 明 の要 旨は 次 の通 りで あ る

1・Introduction-IBMDataOo㎜uni℃ationsCen .ter

IBMデ ー タ 通信 研 究所 の役 目は,現 在各 国 で計 画 さ れ てい る

デ ー タ 通信 施設 が デー タ処 理 シス テ ム に与 え る影 響 を研 究 し,

PTTの デ ー タ通 信 施設 の将 来 計 画 を援 ける こ とにあ る。

当研 究 所 の組 織 は 次 の4っ の担 当 に分 か れ てい る。

1)デ ー タ通 信 基 礎 研 究

2)デ ー タ通 信 施設調 査 研 究

3)長 期 需要 予 測 担 当

4)教 育 広 報 担 当

当研 究所 は 開 設後2年 程 度 で あ る が,研 究 結 果 には,例 え ば次

の よ うな ものが あげ られ る。

一 デ ー タ交 換 網 に 対す る ユ ー ザの 必要条 件

一 デ ー タ専 用 線網 とデ ー タ交換 網 の コ ス ト分 析

一 交 換 網 に お け る応 答時 間 の研 究

一 パ ケ ッ ト交 換 ノー ドの分 析

一 同期 網 と非 同期 網 お よび それ らの 関連 につい て

一 デ ー タ網 の シ ミュ レー シ ・ン

ー 信 号 とデ ー タの 構 成 方 式 の思 考 とそれ らの デ ー タ交 換 網 の 設

計 にお け る 意 味

一 ディジタル 交換 に お け る コス トとパ ー フ ォ ー マ ンス との 関 係 の

分 析
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2.LongRangeDataCommunicationsRequirement

Forecasting

デ ー タ処 理 シス テ ムの サ イ クルは2な い し4年 で あ るの に対 し,

通信 施設 の サ イ ク ルは10な い し15年 で あ る か ら,通 信 施設 の

将 来 計 画は 慎 重 を要 す る もの で あ り,か つ,通 信 施 設 を利 用 す る

デ ー タ処 理 のユ ー ザ ー に 与 える影 響は 大 きい 。 デ ー タ通 信 研 究所

の最 大 の 目 的は,デ ー タ処 理 産業 の利 益 代 表 と して,そ の ニ ーズ

をPTTに イ ン プ ッ トす る こ と にあ る。 ま た',こ の意 味 で,デ ー

タ通 信 の 長 期 の 需要 の 調 査 研 究を行 な ってい る。

デー タ通 信 は,従 来 の 通信 と違 って,き わ め て 多 様 性に富 む も

ので あ る。 遠 隔 情報 処 理は,会 話 型,照 会型,デ ー タ収 集 分 配,

デ ー タ交 換 等 多1肢に わ た り,ま た,速 度 も50ビ ッ ト/秒 か ら

48キ ロビ ッ ト/秒 に 至る まで,各 種 の ス ピー ドが 要 求 さ れる。

デ ー タは トラ フ ィ ック,回 線 保 留 時間等 ボ イ ス と異 な っ た特 質 を

持 ってい る。

したが って,デ ー タ通 信 の 需要 予測 をす る場 合 は,そ の パ ラメ

ー タは き わ め て 複雑' ,か っ,広 範 な もの に な ら ざる を得 ない 。

例 え ば,産 業 的 に 見 た 市場 構 造,使 用 され る 製 品 や 通信 サ ー ビ

ス の構造 や 料 金,遠 隔情 報 処理 シス テ ム の構成(CPUの 台 数,

端末 機 の台 数 等),適 用 業務 と産 業 の 発 展 に伴 うそ の変 化,メ ッ

セ ー ジの 長 さ と トラ フ ィック ・ボ リュー ム,そ れ らの 時 間的 ・地

理 的分 布等 非 常 に 多 くの要 因 をす べ て考 慮 に入 れ な け れば な らな

い。"、
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現 在,当 研 究 所 が 進 め て い る 予 測 調 査 の 他 に 英 国 で のNPLの

調 査 やCEPTに よ る 調 査 が 進 行 中 で あ る 。

3.OverviewofNewDataNetworkPlansinEurope;

OurrentProblemsofDONetwork;

A皿aloguevs.DigitalTransmision;

FutureDataNetwork

デ ー タ ・ ト ラ フ ィ ッ ク が 急 激 に 増 加 し,現 在 の 通 信 施 設 は デ ー

タ 通 信 に は 適 当 で な い と の 理 由 で,主 要 国 に お い て 新 し い デ ー タ

網 の 計 画 な い し 建 設 が 進 行 中 で あ る 。 イ ギ リ ス,フ ラ ン ス,ス ウ

ェ ー デ ン ,デ ン マ ー ク,カ ナ ダ 等 で はPCMと 関 連 づ け た 同 期 式

交 換 網 が 考 え ら れ て い る 一 方,ド イ ツ,イ タ リー,南 ア フ リ カ 等

で は,PCMと は 無 関 係 に 非 同 期 式 の 交 換 網 が 考 え ら れ,ま た,

オ ー ス ト ラ リ ア,ス ペ イ ン 等 で は 蓄 積 交 換 方 式 が 考 え ら れ て い る 。

こ れ ら 各 国 の 通 信 網 は そ れ ぞ れ,大 な り 小 な り 異 な っ て お り,互

換 性 を 欠 く た め,遠 隔 情 報 処 理 の ユ ー ザ ー に 対 す る 大 き な 問 題 と

な ろ う と し て い る 。

4.SomeDPRequirementsofSwitchedDataNetwork

(ネ ッ ト ワ ー ク の ス イ ッ チ ン グ 速 度 と 伝 送 速 度 が,デ ー タ 処 理

シ ス テ ム の コ ス ト と パ ー フ ォ ー マ ン ス に 与 え る 影 響)

接 続 時 間 と ラ イ ン コ ス トの 関 係,接 続 時 間 と 伝送 コ ス ト,通 信

制 御 装 置 の コ ス トと の 関 係,伝 送 速 度 と メ モ リ ー ・ コ ス トの 関 係

を 分 析 し,そ れ ら の トー タ ル ・ コ ス ト と 接 続 ・切 断 復 旧,お よ び

伝 送 速 度 と の 関 係 を 分 析 研 究 し た 結 果 が 示 さ れ た 。
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結 論 と し て は,デ ー タ 処 理 シ ス テ ム の コ ス ト と パ ー フ ォ ー マ ン

ス は,ス イ ッ チ ン グ 速 度(接 続 ・切 断 復 旧 時 間)に 大 き く左 右 さ

れ る こ と,OPUと 伝 送 速 度 を 少 く す る た め に 高 速 伝 送 回 線 が 有

効 で あ る こ と 等 が 報 告 さ れ た 。

5.DeterminationofConnectionCostinSwitched

DataNetwork

い ろ い ろ な メ ッ セ ー ジ の 長 さ に 対 し て,伝 送 コ ス ト と ス イ ッ チ

ン グ コ ス ト を 分 析 し,短 い メ ッ セ ー ジ に お け る ス イ ッ チ ン グ ・ コ

ス トの 影 響 の 大 き い こ と,一 方,短 い メ ッ セ ー ジ に 対 し て は 高 速

伝 送 の 要 求 は さ し て 問 題 と な ら な い こ と,あ る 種 の 遠 隔 情 報 処 理

に は 専 用 線 網 が 適 し て い る こ と,そ の 他 コ ス ト低 減 の た め の い く

っ か の 対 策 が 示 さ れ た 。

6・TimeDelayandTrunkCapacityRequirements

inSwitchedDataNetwork

回 線 交 換 お よ び 蓄 積 交 換 のMessageTransferTimeを 定 義

し,回 線 交 換 に お け るPathConnectTimeお よ び 蓄 積 交 換 に

お け る ハ イ レベ ル のTransferTimeを 分 析 し た 。

7.SimulationofDataNetworks

当 デ ー タ 通 信 研 究 所 が,GPSSに 基 づ い て 開 発 し た シ ミ ュ レ

ー シ ・ ン ・ プ ロ グ ラ ム に よ り
,回 線 交 換,蓄 積 交 換,パ ケ ッ ト交

換 お よ び そ れ ら の 混 合 し た シ ス テ ム を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た 結 果

が 発 表 さ れ た 。

な お,チ ュ ー リ ッ ヒ 基 礎 研 究 所 に お い て,所 長 の
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℃

Dr.K.Drangeidか ら 研究 所 の概 要 に つい て 次 の よ うな 説 明 が あ

った 。す な わ ち,IBMの 基 礎 研 究所 は 米 国 内 の も のを 除 い て チ

ュー リッヒが 唯一 の もので あ る。

研 究 対 象 は,固 体 技 術 と理 論 物 理 関 係お よび通 信 関係 では 符 号

化 技 術 お よび デ ー タ通 信 研 究 所 を包 含 す る 。

そ の 後,Adaptive△-Modulation,DifferentialPCM

方 式 に よる音 声 お よび ビデ オ の コ ーデ ィン グ理論 の 説 明 と実 演が

行 な われ た。

一281一



む す び

今 回 の 調 査 団は 比 較 的短 期 間で は あ った が5ケ 国,21

ケ所 を訪 ね,各 国 に おけ る遠 隔 情報 処 理 の実 情 を調 査 し

た 。

そ の 調査 結 果 は既 述 の とお り,国 情 に よ って 差 異 は あ

るも のX,各 国 と も遠 隔 情 報 処 理 の 重 要 さを 認 識 し,そ

の健 全 な進 展 の た め に 真 剣 に と り組 ん で い る情 況 に あ る`

こ とが うか が わ れ た 。

わ が 国 に お い て も本 年9月 以 降,公 衆 通信 回 線 の 開放

が 実 施 され る運 び とな って お り,現 時 点 を も含 め て,今

後,遠 隔 情 報 処 理 は急 速 な拡 が りを も って ゆ くこ とが予

想 され るばか りで な く,そ の利 用 形 態,ソ フ トウエ ア面

等 に 関 して もき わめ て多 彩 な展 開 を み る もの と思わ れ る。

そ して,こ れ に 伴 って 生 じ うる と思 わ れ る制 度 上,運

営上,技 術 上 の 問 題 を適 確 に解 決 し,ユ ーザ ーの 要望 に

そ って 遠 隔 情 報処 理 が 円滑 に進 展 す る よ う関 係 者 が 力 を

あ わせ て 努 力 す る必 要 が あ る こ とを痛 感 した 次 第 で あ る。
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